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日本臨床検査専門医会 2021 年度第一回常任幹事会 

議事録 

開催日時：2021 年 2 月 8 日（土曜日）15:00～15:55 

開催形態：ZOOM によるオンライン会議 

出 席 者： 〆谷 直人 会長， 菊池 春人 副会長 

東田 修二， 五十嵐 岳， 東條 尚子， 福地 邦彦, 増田 亜希子, 

三井田 孝, 横崎 典哉 各常任幹事 

土屋 逹行， 古川 泰司 監事 

欠 席 者： 村上 純子 副会長， 田部 陽子 常任幹事   （敬称略） 

事 務 局： 市川 綾子 

＜審議事項＞ 

第一号議案 議事録署名人選任について 

 議長は本会の議事録署名人の選出を議場に諮ったところ満場一致をもって次のものを選任

した。 

 議事録署名人 東條 尚子,  増田 亜希子 各常任幹事 

＜報告事項＞ 

１． 各種委員会報告 

① 渉外委員会 

横崎委員長より以下の報告があった。 

１）振興セミナー：7月 16 日に会場（東京ガーデンパレス）は押さえてあるが,開催有無

や実施形態は,検討中である。 

２）全国検査と健康展：今年の開催については今後の日臨技の動きに対応してことになる。 

〆谷会長より，振興セミナーについては昨年講演予定だった東京大学の山田先生には，

今年まで依頼を持ち越している，例年振興セミナーを手伝ってもらっている賛助会員 

数社と意見交換する機会を作ってはどうか，と提案があった。 

菊池副会長より，賛助会員として会費はいただいているので何らかのフィードバック

はあった方がよい，との発言があった。 

横崎委員長より，3 者（会長，委員長，賛助会員数社）での話し合いで具体的に詰めて

次の幹事会で報告するようにしたい旨発言があった。 

② 保険点数委員会 

 三井田委員長より,以下の報告があった。 

1 月 18 日に臨床検査振興協議会の第 3 回診療報酬改定小委員会がオンラインで開催され，

コスト調査の暫定の結果が報告された。本会からの要望は増点項目，算定要件変更に 4 件



リストアップされていた。今後，内保連からの指定の書式に記入して要望を提出していく

ことになる。第 4 回の診療報酬改定小委員会は 4 月に開催予定。 

 

③ 情報・出版委員会 

福地委員長より,以下について報告があった。 

1） JACLaP NEWS：編集主幹後藤和人先生。今年は 3 号発行予定。 

「臨床検査専門医への提言」コーナーは予定通り進めることができるように準備中。 

HP にも掲載したが，求人公募情報も新たに誌面に掲載予定。求人情報等があれば，

委員長，編集主幹，副主幹または事務局に寄せてほしい。紙面の有効活用と充実を

図っていきたい。 

2） Lab CP:信岡祐彦先生担当。38 巻 1 号・2 号合併号準備中。 

3） 「ラボ」（日本衛生検査所協会 協会誌）専門医のページ：出居真由美先生担当で 

「専門医が解説する病気の検査」を大テーマに 2021 年 4 月から 2023 年 3 月までの

内容・執筆計画は終了。 

4） JACLaP WIRE：福地委員長担当。昨年は 227-243 号を発行した。新型コロナウイルス

検出法が多数保険収載された。 

 

④  教育研修委員会 

田部委員長に代わり東田庶務会計幹事より,今年度の活動計画について以下の報告が

あった。 

1)  教育セミナー： （5 月もしくは 6 月開催予定） 

開催形式，費用等については 1 月に委員会内でメール審議。Web オンライン形式で

開催し，公開期間は 2 週間程度とする。参加費は 8,000 円を予定。また，各分野の

講義資料を専門医試験委員会委員に供覧する旨了承をお願いしたい。 

2)  生涯教育講演会：春季大会開催時 5 月 21 日に実施予定。 

春季大会長 植木先生のご提案に基づき，以下の内容で準備予定。 

15:00〜17:00 生涯教育講演会（安全講習 2 単位） 

司会：古川泰司先生，田部陽子 

①IoMT による医療の安全と質向上：猪俣武範先生（順天堂大学医学部） 

②チーム医療の質向上 （仮） 小西竜太先生（三菱商事ヘルスケア部シニアマネジャー） 

1),2)の計画内容について,議場から異議はなかった。 

⑤ 資格審査・会則改定委員会 

東條委員長より，2020 年の入会者は 17 名，今年になってからの入会は 1 名であることが報

告された。 



⑥ ネットワーク運営委員会 

増田委員長より，新しい HP への移行，動作確認といった作業は滞っていること，今まで

のネットワークシステムがいずれ存続困難になる見通しなので，長期的な方針について 

委員会で検討を進めたい旨報告があった。 

 

⑦ 広報委員会 

五十嵐委員長より，以下の報告があった。 

1）レジデントノート：5年目の継続連載が決定。 

2）コロナ掲示板：使用頻度は落ちているが，引き続き利用可能にしておく。 

3）第 67 回臨床検査医学学術集会 ワークショップ(医学会ワークライフバランス委員会

合同)11 大学 36 名の参加があり，100 名前後のライブ試聴もあった。盛況のうちに 

終了した。 

4）コロナで開催未定のイベント：臨床検査若手のためのハンズオンセミナー，こども  

霞ヶ関見学デー，JaCLAS EXPO 2021 への出展。 

5）臨床検査振興協議会の広報委員会の活動：女子プロゴルフ協会の会長にコンタクトを

とる動きがある。りんしょう犬さんのクリアファイルについては在庫あり。 

 

2．2021 年行事予定 

東田庶務・会計幹事より，行事予定の提示があった。本文末に資料 2 として添付する。 

 

３．法人化ワーキンググループの進捗報告 

菊池副会長より，社団法人化した場合，社員をどの範囲にするかについて，総会が成立するか

懸念はあるが，会員全員を社員と考えていく方向でよいか確認があった。 

議場から日本臨床検査医学会のように評議員を置く方法や一般社団法人法での総会成立要件

（全社員の過半数の出席）の紹介があった。 

〆谷会長より，正会員を社員とする方向で進めてほしい旨発言があった。 

 

４．女性医師支援ワーキンググループについて 

村上副会長に代わり五十嵐幹事より，委員内で「どのような支援が必要なのか」につ

いて意見を募り，それをもとに WEB アンケートを作成，女性会員 124 名を対象に 4 月

上旬にアンケートを実施する予定であると報告があった。 

〆谷会長より，学術集会時の総会後の講演会でまとめの報告をお願いしたい，と発言

があった。 

 



5．第 31 回日本臨床検査専門医会春季大会について 

東田庶務会計幹事より，植木大会長から届いた現時点での予定の提示があった。 

 

＜審議事項＞ 

第二号議案 2020 年度決算について 

議長は,2020 年度の会計報告について,その詳細を資料 1 に基づいて東田庶務・会計幹事

に説明させた。収入については,会員会費は例年同様 1 割程度未納，賛助会員からの会費

は 2 社未納だが 1 社は前年分を，1社は翌年分を振り込んでいるため，収支が合っている。

その他の収入では，教育セミナーは開催中止だったが，資料を販売したことにより収入が

あった。支出についてはオンライン会議用のカメラ・マイク一体型の機器を購入したため，

設備費が予算を超えた額になった。事業経費では，行事が中止になっているものが多いの

で予算額と決算額に差が出ている。振興セミナーは会場費のキャンセル代で24万の支出，

教育セミナーは資料作成のために諸費用がかかっている。 

収入の方は予算より 119 万ほど少ないが，支出も予定より 359 万少ないことから収支決算

としては240万残額が出て前年度繰越金より次の年に繰り越す金額が多くなり31,162,851

円を 2021 年度に繰り越す形になっている。1 月 25 日に監事 2 名による会計監査は済んで

いる。 

なお，春季大会は鹿児島において開催予定で 2019 年に補助金 50 万円を振り込んだが，開

催中止となり，会場キャンセル代や印刷代で 40 万の支出があった。残りの 10 万は鹿児島

の銀行口座に残っている。支出した金額を来年の補助金とすることになる。 

2020 年度決算報告の監査にあたった古川監事・土屋監事より，1 月 25 日に収入と支出

については銀行口座の残高照会を含め，帳簿類確認し，特に問題はなかった，また，事業

経費がかなり少なく，予算との差が大きくなっているが，コロナ禍の状況では致し方ない

と判断した旨報告があった。 

本件について議場に諮ったところ,異議なく承認された。 

 第三号議案 会長・監事の選挙管理委員会の設置について 

議長は,会長・監事の選挙管理委員会の設置について東田庶務・会計幹事に説明させた。 

東田庶務・会計幹事より，今年は 2 年に一度の会長監事選挙を行う年にあたり，選挙管理

委員を選出し，選挙管理委員会を立ち上げることが説明された。また，前回（2019 年度）

の選挙管理委員長増田先生から会長候補推薦時の注意，同姓同名の会員の被選挙人名簿へ

の記載方法について引き継ぐ点があり，それについては第 1 回選挙管理委員会開催時に 

伝える旨報告があった。 

 



〆谷会長より，選挙管理委員に前回委員の金子誠先生，松下弘道先生に再度就任をお願

いし，江原佳史先生，千葉泰彦先生に新たに就任をお願いしたい旨発言があった。また，

2019 年の第 2 回全国幹事会時に，会長と監事の両方に推薦された場合，会長への推薦を 

優先すること，監事選挙も推薦制にすることが確認されているが，その点についても了承

ください，と発言があった。 

本件について議場に諮ったところ，異議なく承認された。 

東條資格審査・会則改定委員長より，2019 年に選挙管理委員会からの意見を受けて選挙

管理委員会の内規や選挙日程中の言い回しについて修正をしたが，詳細は今後の選挙管理

委員会内で決めていただくことになる旨発言があった。 

 

 

以上を以て全議案の審議並びに報告を終了したので，議長は閉会を宣し解散した。 

 

 

議事録署名人 

  2021 年  4 月 2 日 

    東條  尚子       

  2021 年  4 月 9 日 

    増田 亜希子     

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 



 

 

 

資料 2 


